
Js6}が免むも号賀沼
国の 定 める 手 賀沼の

5mg!Qぱ下
水 質 環境基準
千葉県湖沼水質保全計画による

12昭/Q
年平均 目 標 COD値
平成14年3月、月平均COD値

9.5昭/Q 
採水場所 :手賀沼公園沖

平成15年3月、月平均COD値
8.6昭/Q採水場所 :手賀沼公園沖

生まれ変わる手賀沼公園

ふれあ岬蹴虐
再
整
備
を
進
め
て
い
る
手
賀
沼
公
園
は
、
公
園
岬
の
造
成
と
、
ふ

れ
あ
い
岸
辺
、

芝
生
広
場
、
偉
人
を
し
の
ぶ
ゾ
I
ン
な
ど
の
工
事
が

進
ん
で
い
ま
す
。
平
成
叫
年
度
に
行
っ
た
工
事
と
、

9
月
か
ら
始
ま

る
今
年
度
の
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
岸
辺
と
公
園
岬

こ
れ
ま
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
垂

直
護
岸
を
改
修
し
、
沼
の
水
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
ふ
れ
あ
い
岸
辺
と
、

周
囲
を

一
望
で
き
る
公
園
岬
を
設
置

し
ま
す
。
現
在
ま
で
に
ふ
れ
あ
い
岸

辺
の
南
側
約
半
分
の
整
備
が
終
わ
っ

て
い
ま
す

(写
真
左
上
)。

こ
れ
ら
の
場
所
は
8
月
白
日
ま
で
、

一
時
開
放
し
て
い
ま
す
。

9
月
か
ら
は
、
ふ
れ
あ
い
岸
辺
の

残
り
半
分
と
園
路
の
整
備
や
緑
化
、

ベ
ン
チ
ゃ
あ
ず
ま
や
の
設
置
な
ど
の

工
事
を
行
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
岸
辺
の
北
側
部
分
に
は
、

子
ど
も
が
安
全
に
水
と
親
し
め
る
よ

う
工
夫
し
た
場
所
を
つ
く
り
ま
す
。

芝

生

広

場

子

広

芝
生
広
場

(写
真
下
)
に
、
野
芝

の
種
子
を
吹
き
付
け
ま
し
た
。

芝
の
養
生
の
た
め
、
7
月
上
旬
ま

で
は
立
ち
入
り
禁
止
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
広
場
の

一
角
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
ポ
l
ド
を
設
置
し
ま
す
。

偉
人
を
し
の
ぶ
ゾ
l
ン

血
脇
守
之
助
の
「
謝
恩
の
碑
」
を
、

公
園
岬
付
近
か
ら
ア
ビ
ス
タ
駐
車
場

の
東
側
に
移
設
し
、
園
路
を
整
備
し

ま
し
た
。

バ
ー
ナ
ー
ド

・
リ
l
チ
碑
と
と
も

に
、
市
ゆ
か
り
の
文
化
人
を
し
の
び

な
が
ら
散
策
で
き
ま
す
。

4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ど

も

こ
の
夏
の
市
民
プ
l
ル
の
営
業
終

了
を
待
っ
て
、
9
月
か
ら
、
跡
地
に

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
自
由
に
遊

べ
る
広
場
を
つ
く
り
ま
す
。

※
公
園
の
西
側
部
分
と
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
は
現
状
の
ま
ま
で
、
引
き
続
き
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

固

公
園
緑
地
課

・
内
線
5
4
4

C)=明から利用できる区域

.3=7月中旬から利用できる区域
=8月31日まで開放し、 9月

から工事が始まる区域

⑦ 

場

木まつり
4月26日(土)・27日(日)
湖北台中央公園で

今
年
の
植
木
ま
つ
り
は
、
湖
北

台
中
央
公
閣
が
会
場
で
す
。

庭
木

・
草
花
な
ど
の
即
売
会
や

花
の
無
料
配
布
、「
い
ち
に
ち
動

物
村
」、

「
緑
の
ク
イ
ズ
大
会
」
な

ど
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

-El悶軍司I~j老骨品講読書壇

血脇守之助の人となり
郷土が生んだ偉人の生涯

本花の無料配布…午前10時ごろから (先着20∞人)

26 本いちにち動物村…午前11時から午後
日 4時(途中休憩あり、雨天中止)
事録のクイズ大会・午後2時から

を 咽芸相談随時(ひとり10分程度)

H 事録の基金募金活動

本庭木・草花・肥料などの間売会

本園芸用ハサミ研ぎ…午前9時30分受け付け(ひとり一丁で、先着

150人まで)大4∞円・IJ¥2∞円(包丁・カマは不可)

本ポニー乗馬…午前11時から午後4時(時間により人数制限あり)

対象'i3歳から8歳のお子さん(1固50円)

本スーパーボールすくい…柄引時から (1園田円、ひとり2固まで)

日
時

4
月
お
日
出

-
U
日
制
午
前

叩
時
か
ら
午
後
4
時
(
小
雨
実
施
)

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
率

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
天
候
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

血
脇
守
之
助
の
「
謝
恩
の
碑
」
が
、

手
賀
沼
公
園
の
「
偉
人
を
し
の
ぶ
ゾ

ー
ン
」
に
移
設
さ
れ
た
こ
と
を
記
念

し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

血
脇
守
之
助
は
、
1
8
7
0
(明

治
3
)
年
に
我
孫
子
宿
で
燃
鉱
「
か

ど
や
」
を
営
ん
で
い
た
加
藤
家
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ、

東
京
歯
科
大
学

初
代
学
長
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
の
午
前

8
時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
宮
7

1
8
5
・
5
0
0
0
コ
l
ド
番
号

8
5
1
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
催

我
孫
子
市

固

公
園
緑
地
課

・
内
線
5
4
5

お
日
の
み

27 本金魚すくい…午後1時から
Z (1園田円、ひと叫れ)
み

野口英世と血脇守之助(右)

世
界
的
な
医
学
者
の
野
口
英
世
を

援
助
し
、
世
に
送
り
出
し
た
こ
と

で
も
有
名
で
す
。

血
脇
守
之
助
に
造
詣
の
深
い
東

京
歯
科
大
学
学
長
の
石
川
達
也
さ

ん
を
講
師
に
招
き
、
郷
土
が
生
ん

だ
偉
人
の
生
涯
や
人
間
性
な
ど
に

つ
い
て
、
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

日
時

・
場
所

4
月
四
日
出
午
後

2
時
か
ら
3
時
却
分
、
ア
ピ
ス
タ

定
員
当
日
先
着
1
5
0
人

参
加
費

無
料

共
催

我
孫
子
市

・
我
孫
子
市
教

育
委
員
会

園

教
育
委
員
会
文
化
課

・
市
史

編
さ
ん
室
宮
7
1
8
5
・
1
1
5

1
、
公
園
緑
地
課

・
内
線
5
4
4

てしざめを実現のA、ヱミ社jレクイサ
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保
健
福
祉
と
介
護
保
険
の
計
画
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト

第
2
次
保
健
福
祉
総
合
計
画
、
老
人
保
健
福
祉
計
画
、
介
護
保
険
事
業

計
画
が
平
成
叫
年
度
に
見
直
し
を
終
え
、
4
月
か
ら
保
健

・
福
祉

・
介
護

の
施
策
が
新
た
な
内
容
に
な
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
号
は
、
そ
の

内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
計
画
の
内
容
は
、
図
書
館

と
行
政
情
報
資
料
室
(
市
役
所
)
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

第
2
次
保
健
福
祉
総
合
計
画

-ー-
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
(
年
齢
や
生
活

ス
タ
イ
ル
)
に
応
じ
、
保
健

・
医

療

・
福
祉
を
総
合
的

・
体
系
的
に
提

供
す
る
「
第
2
次
保
健
福
祉
総
合
計

画
」
(
ロ
年
度
i
M年
度
)
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
計
画
の
見
直
し
は
、
社
会

福
祉
法
に
よ
り
目
年
度
か
ら
市
が
定

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
地
域
福
祉

計
画
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
、

日

・
日
年
度
の
後
期
2
カ
年
の
内
容

を
明
確
に
す
る
こ
と
の
2
つ
を
テ
ー

マ
に
検
討
し
ま
し
た
。

全
1
4
9
率
業
に
つ
い
て
、
率
業

の
統
合
と
分
割
、
計
画
か
ら
の
削
除
、

今
後
の
取
り
組
み
内
容
の
明
確
化
な

ど
叩
項
目
に
わ
た
っ
て
検
討
し
、
計

画
を
変
更
し
ま
し
た
。

な
お
、
7
つ
の
事
業
を
削
除
し
た

結
果
、
全
体
の
事
業
数
は
1
4
2
事

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

" 
怠第1091号

計
画
の
見
直
し
は
、
高
齢
者
や
障

害
者
、
ひ
と
り
親
・
児
童
の
市
民
委

員
九
人
と
職
員
で
構
成
す
る
福
祉
推

進
市
民
研
究
会
、
福
祉
総
合
計
画
推

進
協
議
会
を
延
ベ
ロ
回
開
催
し
、
こ

こ
で
の
検
討
を
基
に
内
容
を
ま
と
め

ま
し
た
。

地
域
福
祉
計
画
と
し
て
の
位
置
づ
け

地
域
福
祉
計
画
は
、
高
齢

・
障

害

・
児
童
の
保
健
福
祉
施
策
だ
け
で

な
く
、
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
必

要
な
防
災
対
策
や
市
民
活
動
の
支
援

な
ど
、
関
連
施
策
を
総
合
的
に
行
う

計
画
で
す
。

第
2
次
保
健
福
祉
総
合
計
画
は
、

今
回
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
市
の
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向

け
た
評
価
手
法
の
検
討
や
、
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
援
助
す
る
た
め
の
成
年

後
見
制
度
利
用
費
用
の
助
成
、
災
害

時
の
移
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
安
全
確

保
に
向
け
た
災
害
弱
者
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
づ
く
り
な
ど
、
地
域
福
祉
計
画

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
同
総
合
計
画
を
市
の

「
地
域
福
祉
計
画
」
と
し
て
位
置
づ

け
ま
し
た
。

見
直
し
後
の
主
な
取
リ
組
み

*
乳
幼
児
医
療
費
現
物
支
給
の
開
始

と
対
象
年
齢
を
4
歳
ま
で
に
拡
大

*
1
歳
6
カ
月

・
3
歳
児
健
診
の
2

次
健
診
実
施
体
制
の
整
備

*
天
王
台
地
区
に
新
た
な
保
育
園
の

設
置
*
児
童
数
や
施
設
状
況
に
応
じ
た
学

童
保
育
施
設
整
備
計
画
の
策
定

*
湖
北
台
に
子
ど
も
の
遊
ぴ
場

・
親

子
の
交
流
の
場
計
画
に
基
づ
く

「わ

く
わ
く
広
場
」
の
開
設

*
障
害
者
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め

の
福
祉
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

*
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
を
支
援

す
る
「
ふ
れ
あ
い
ホ
l
ム
」
の
運
営

へ
の
補
助
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
実

施*
新
規
に
開
設
さ
れ
る
知
的
障
害
者

通
所
授
産
施
設
「
け
や
き
社
会
セ
ン

タ
ー」

整
備
へ
の
補
助

*
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
介
護

予
防
教
室
の
開
催

*
視
覚
障
害
者
や
市
民
向
け
の
点
字

講
習
会
の
開
催

*
高
齢
者
が
気
楽
に
集
え
る
空
き
庖

舗
を
活
用
し
た
(
仮
称
)
「
た
ま
り

場
」
の
設
置

*
介
護
老
人
福
祉
施
設
印
庶
の
整
備

*
我
孫
子
地
区
う
ん
ど
う
遊
園
の
新

規
設
置

見
直
し
作
業
の
中
で
い
た
だ
い
た

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

・
ご
提
案

を
踏
ま
え
、
見
直
し
た
内
容
を
着
実

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

固

福
祉
総
合
相
談
室

・
内
線
4
7

6
 

介
護
保
険
事
業
計
画

「
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

く
ら
す
」
を
テ
l
マ
に
、

5
カ
年
計

画
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
第

2
期
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
公
募

委
員
を
含
む
日
人
で
構
成
す
る
介
護

保
険
市
民
会
議
で
、
2
年
間
9
回
に

わ
た
る
審
議
を
経
て
、
報
告
さ
れ
た

案
を
基
に
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
1
ム
の
積

極
的
な
整
備
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
施
設
と
在
宅
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
基
盤
整
備
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
、
利
用
者
本
位
の
し
く
み
づ
く
り

な
ど
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

一計
画
の
概
要
}

①
要
介
護
認
定
者
等
の
推
移

推
計
値
は
表
1
を
参
照
。

②
主
な
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
計
画

計
画
値
は
表

2
を
参
照
。

③
主
な
取
り
組
み

*
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
た
め
の

情
報
誌
と
し
て
「
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
便
利
帳
」
の
作
成
と
配
布

*
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
利
用
者
か
ら

の
声
を
直
接
聞
く
、
介
護
保
険
相
談

老
人
保
健
福
祉
計
画

老
人
保
健
福
祉
計
画
は
、

ωオ
以

上
の
方
を
対
象
と
し
た
保
健
福
祉
施

策
の
達
成
目
標
を
数
値
で
表
し
た
計

画
で
す
。

今
回
の
見
直
し
で
は
、
介
護
予
防

の
観
点
に
立
ち
、
脳
卒
中
や
骨
折
な

ど
の
予
防
に
備
え
、
転
倒
、
閉
じ
こ

も
り
、
運
動
機
能
の
低
下
等
に
着
目

し
、
健
康
教
育
、
健
康
相
談
、
健
康

診
査
、
訪
問
指
導
な
ど
に
つ
い
て
、

5
カ
年
の
年
間
実
施
回
数
や
実
施
対

象
者
数
な
ど
の
数
値
目
標
を
設
定
し

ま
し
た
。

主
な
取
り
組
み

そ
し
ょ
う

*
肩
こ
り
腰
痛
教
室
や
骨
粗
懇
症
予

防
教
室
の
開
催

*
高
血
圧
症
予
防
や
糖
尿
病
予
防
の

た
め
の
健
康
相
談
の
開
催

*
基
本
健
康
診
査
や
歯
周
疾
患
検
診

の
受
診
率
の
向
上

*
子
宮
が
ん

・
乳
が
ん
検
診
の
実
施

や
家
族
を
介
護
す
る
方
の
健
康
へ
の

助
言
を
行
、
つ
訪
問
指
導
な
ど
の
実
施

*
生
活
習
慣
病
予
防
や
介
護
予
防
な

ど
の
状
態
を
評
価
し
、
改
善
指
導
を

行
う
健
康
度
評
価
事
業
の
実
施

固

福
祉
総
合
相
談
室

・
内
線
4
7

6
 

員
派
遣
制
度
の
充
実

*
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
追
加
や
利
用
限

度
額
の
上
乗
せ
を
定
期
的
に
介
護
保

険
市
民
会
議
で
検
討

*
生
活
の
質
(
ク
オ
リ
テ
ィ
1
・
オ

プ

・
ラ
イ
フ
)
を
高
め
る
住
宅
改
修

に
す
る
た
め
の
実
態
調
査

*
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
情
報
提
供

等
の
支
援
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
対

す
る
支
援
の
し
く
み
づ
く
り

*
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
自
己
評
価
基

準
の
作
成
と
評
価
の
公
表
、
第
三
者

評
価
の
導
入

*
市
独
自
に
指
定
介
護
老
人
福
祉
施

設
(
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
)
の
入

所
指
針
の
作
成

施
設
の

λ
所
が
申
し
込
み
順
か
ら

介
護
の
必
要
度
順
に
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
市
は
独
自
に
、
指
定
介

護
老
人
福
祉
施
設
の
入
所
指
針
を
設

け
、
入
所
順
位
を
公
平
公
正
に
決
定

し
、
真
に
入
所
が
必
要
な
方
が
、
速

や
か
に
入
所
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

固

介
護
支
援
課

・
内
線
3
0
6

年金から介護保険料の仮徴収を行います

平成14年度に介護保険料を年金から天引きされていた方は、

15年度介護保険料の仮徴収として、 15年4月.6月.8月の年

金から、 15年2月の保険料と同額を天引きします。

仮徴収の目的は、介護保険料が確定してから納付を始めると、

10月.12月.2月の3固で年間保険料を納めることになり、 1 

回の負担が大きくなるため、暫定的に保険料を徴収し、年間保険

料を6固に分けて納付していただくことにより、1回の負担を軽

くするためです(下表参照)。

圃介護支援諜・内線313

要介護認定者等の推移

区 分 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

65歳以上の人口 21，301人 22，718人 24，132人 25，548人 26，964人

高齢化率 16.21 % 17.14 % 18.06 % 18.97 % 19.86 % 

要介護認定者 2，648人 2，825人 3，000人 3，177人 3，353人

V表 1

主なサービスの基盤整備計画

区 分 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

訪問介護 127，389固138，553固153，615回163，782固169，811回

通所介護・リJI(リテージD 65，210固 70，942固 78，633回 83，837固 86，923回

在 宅
短期入所 22，200日 23，684日 25，760日 26，941日 27，401日
痴まう滞5型埼軍ι古溝
(グループホーム) 33人 41人 引人 64人 80人

特定施設入所書生活介護 38人 40人 43人 47人 100人

指定介護老人福祉施設
220人 275人 280人 355人 404人

(特別養護老人ホーム)
施 設

介護老人保健施設 199人 220人 243人 268人 297人

}旨定介護軍養型医軍施設 65人 72人 79人 87人 95人

V表2

V仮徴収の説明

仮徴収期間 本徴収期間

納期 4月 16月18月 1 0月 11 2月 116年2月

年聞の保険料額ガ決定 平成 15年度年間保険料額ガ決定

徴収 していないので、 平成 しますので、 4月・ 6月・ 8月の

15年2月の保険料と 保険料(仮徴収分)を除いだ残りを、
方法 同額を年金から天引き 3固E分けて10月・ 12月・ 16年2

します。 月E年金から天引きします。

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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車 市役所の
組織と主な仕事

市
の
執
行
体
制
と
人
事
異
動

職
員
数
は
勾
人
減
に

市
の
執
行
体
制

-ー-
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
市

は
人
件
費
を
削
減
す
る
た
め
、
職
員

数
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
退
職
者
は
必
人
で
し
た

が
、
次
の
と
お
り
業
務
の
見
直
し
ゃ

民
間
雪
抗
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
新

規
採
用
者
を
げ
人
に
抑
え
ま
し
た
。

。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
収
集
業
務
、

焼
却
業
務
の
民
問
委
託
化
で
叩
人
減

。
小
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
問
委

託
化
で
8
人
減

。
業
務
を
見
直
し
、
総
務
課
、
議
会

事
務
局
、
国
保
年
金
謀
、
下
水
道
謀
、

区
画
整
理
課
な
ど
で
減
員

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
子
育
て
支
援

課
、
治
水
課
な
ど
重
要
な
施
策
を
抱

え
る
謀
や
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
の
準
備
に
取
り
組
む
体
育
課
、

開
館
日
を
拡
大
す
る
図
書
館
な
ど
業

務
が
増
加
す
る
課
は
職
員
を
増
員
し
、

効
果
的
に
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

な
お
、
新
規
採
用
者
げ
人
に
加
え
、

知
的
障
害
者
更
生
施
設

「
み
ど
り

園
」
か
ら
職
員
を
1
人
受
け
入
れ
た

た
め
、
職
員
数
は
、
昨
年
4
月
1
日

に
比
べ
お
人
の
滅
の
1
0
2
1
人
に

な
り
ま
し
た
。

人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
で
市
職
員
の
異
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
課
長
級
以
上
の

異
動
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
役
職
名
は
新
し
い
職
名
)

市役所は、皆さんの毎日のくらしE関係の深い仕事を行っています。
地方分権ガ本格化する中で、市伎所の役割もますます大きく怠っています。

市役所の組織と主怠仕事は次のとおりです。

回総務課・内線232

〈部
長
級
〉

マ
市
民
部
長
:
・飯
島
守

〈次
長
級
〉

マ
企
画
調
整
室
次
長
兼

企
画
調
整
担
当
次
長
・:
新
田
茂
人

マ
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長
・・・
富
田

佐
太
郎
マ
総
務
部
次
長
兼
管
財
課

長
:
・丹
羽
健
一
マ
市
民
部
次
長
兼

市
民
課
長
:
・尾
井
川
一
マ
環
境
生

活
部
次
長
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局

長
:
・水
内
昭
マ
環
境
生
活
部
次
長

兼
商
工
観
光
課
長
・・・
関
重
男
マ
建
設

部
次
長
兼
治
水
課
長
・:
飯
田
孝
司

マ
水
道
局
次
長
兼
経
営
管
理
課
長
・:

広
瀬
忠
良
マ
教
育
委
員
会
総
務
部

次
長
兼
総
務
課
長
・・・
村
越
克
己

〈課
長
級
〉

マ
市
民
課
主
幹
:
・角
川

和
雄
マ
国
保
年
金
課
長
:
・椎
名

智
子
マ
子
育
て
支
摂
謀
主
幹
:
・鈴

木
幸
子
マ
市
民
活
動
支
援
課
長
:
・

青
木
章
マ
商
工
観
光
課
主
幹
:
・
斉

藤
久
行
マ
手
賀
沼
課
主
幹
:
・石
原

正
規
マ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
課
長

:
・
渡
漫
清
マ
施
設
建
設
課
長
:
・
山

崎
康
夫
マ
都
市
計
画
課
長
:
・
魚
地

明
夫
マ
都
市
計
画
課
主
幹
:
・樋
口

誠
マ
公
園
緑
地
課
長
:
・荒
井
茂
男

マ
区
画
整
理
課
主
幹
:
・高
木
範
義

マ
水
道
局
技
術
監
理
課
長
・:
遠
藤
恭

平
マ
監
査
委
員
事
務
局
次
長
:
・和

田
幹
雄
マ
教
育
委
員
会
体
育
課
長

:
・
鷲
見
公
雄
マ
同
文
化
課
長
:
・
高

橋
信
一
マ
同
図
書
館
長
:
・井
上
玲

子
マ
同
生
涯
学
習
部
主
幹
:
・竹
谷

信
二新
規
採
用
職
員

市
で
は
、
事
務
職
の
応
募
資
格
を

お
歳
ま
で
引
き
上
げ
、
民
間
企
業
経

験
者
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、
お
歳
か
ら
必

歳
ま
で
で
民
間
企
業
等
の
経
験
が
5

年
以
上
あ
る
女
性
を
対
象
と
し
た
職

員
採
用
を
別
枠
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
新
規
採
用
職
員
は
男
性

6
入
、
女
性
日
人
の
計
げ
人
。
職
種

環境色舌部

の
内
訳
は
、
事
務
職
4
人
、
栄
養
士

2
人
、
保
育
士
6
人
、
看
護
師
2
人、

消
防
士
3
人
で
す
。

新
規
探
用
職
員
氏
名
・
所
属
(
職
種
)

マ
林
因
子
:
・企
画
調
整
担
当
(
事
務

職
)
マ
小
泉
和
史
:
・
総
務
課
(
同
)

マ
諏
訪
敏
夫
:
・課
税
課
(
同
)
マ

安
富
明
子
:
・公
園
緑
地
課
(
同
)

マ
石
倉
夏
絵
:
・介
護
支
援
謀
(
看
護

師
)
マ
鈴
木
葉
瑠
奈
:
・
子
育
て
支

援
課
(
同
)
マ
長
山
千
鶴
子
:
・子

育
て
支
援
課
(
保
育
士
)
マ
長
島
豊

:
・
子
育
て
支
援
課
(
同
)
マ
土
橋
和

美
:
・子
育
て
支
擢
課
(
同
)
マ
中
山

文
子
:
・子
育
て
支
援
課
(
同
)
マ
菊

地
陽
子
:
・
子
育
て
支
梗
謀
(
同
)

マ
遠
山
祐
子
・:
子
育
て
支
援
課
(
同
)

マ
鈴
木
理
香
:
・
保
健
セ
ン
タ
ー
(
栄

養
士
)
マ
佐
藤
圭
子
:
・教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
(
同
)
マ
鈴
木
誠

二
郎
:
・東
消
防
署
(
消
防
士
)
マ
唐

津
裕
一
一
:
・西
消
防
署
(
同
)
マ
吉
田

崇
広
:
・東
消
防
署
(
同
)

圃
総
務
課
・
内
線
2
8
1

時間が鉱太

住
民
票
と
印
鑑
証
明
書
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
自
動
発
行
機
の
利
用
時

聞
が
、
左
表
の
と
お
り
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。
な
か
で
も
、
市
役
所
正
面
玄

関
の
機
械
は
、
年
末
年
始
を
除
き
毎

日
ご
利
用
で
き
ま
す
。

自
動
発
行
機
は
市
内
4
カ
所
に
設

置
さ
れ
、
印
鑑
登
録
証
カ
1
ド
ま
た

日

9 :00-20:00 
※土・日曜日と休日は(O)12月29日-1月3日
19時まで

止休

。月曜日(休日を除く)

(o)12月29日-1月4日

は
あ
ぴ
こ
市
民
カ
l
ド
に
暗
証
番

号
を
登
録
す
れ
ば
、
ご
利
用
で
き

ま
す
。

※
自
動
発
行
機
を
利
用
す
る
た
め

の
カ
l
ド
の
登
録
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
市
民
課
・
内
線
3
1
7
ま

た
は
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

10:00-19:00 (o)第2・3木曜日
※夜間の施設利用があ (休日を除く)
るときは20時まで、 。12月29日-1月4日
土・日曜日・休日を除〈。

。月曜日、第2火曜日
(休日を除く)。12月29日-1月4目
。特別整理日

問時開
問
併
時
機
用
-
T
U
 

副

知

事

動議
事

所

正

面

高

発

地

区

公

露

市

馬

フ

ラ

ザ

市

民

国

華

差

益

消

9:00-18:00 
※夜間の施設利用があ
るときは20時まで
※土・日曜日は1鏑まで

9:30-17:00 

教育委員会の庶務、教育施設の整備・誕備管理

通学区域の設定、就学・転単学概健、学校給倉

教育方針、教聴員の研修・指導

事業計画、青少年の指導・教育

芸術文化の握典文化財の保護

市史の編さん

スポーツの握県体育施設の整備、レクリ工ーシヨツ

事業計画、博物館の管理、資料の収集・保管、調査研究

生涯学習施策の企画・総合調整、事業計画

学級、講座、展示会、公民館の管理運営

図書の貸し出し、図書館の企画運営

生涯学習部

ζ剃簡(f;eぃ

(平成15年4月1日現在)

「企画調整担当 総合計画、広場行政、重要施策の総合調整、庁議

企画調整室4成回線複線化推進室成回線の利便性の向上
L財政担 当 予算の編成・訊行調整、地方到す私市慎

「総 務 課 職員の人事・給与・研低行政政革、文書、例規、統計

卜秘 書 課 市長・曲役の秘書、市政への手紘陳情、法律相談

総務部+広 報 室 広報、ホームページ、情報公開

ト管 財 課 公有財産の管理、工事などの入品・期9、工事検査
L構報システム課 OA化の推進、個人情報の保護、情報化の推進

「収 税 課 市・県民税の収納、滞納融収、納税の指導・芭発

ト課 税 課 市・県民税の眠課、税証明、家屋・土地の調査・評価
市民部イ

ト市 民 課 戸籍、住民票、印温登録、外国人登録、住居表示

し国保年金課 国民健康保険、国民年金

市民活動支援課 市民活動、 NPO、自治会、近隣セッターの整備

災害対策室防災

商工観光課 商工業の握県中小企業への融資、観払消費者保護

農 政 課 農業の握県農家の災害対策、市民麗園

手賀沼課 湖沼・淘JIゆ保全、公害対策、鳥獣保護、狩猟
クリーツセッター 廃棄物・し尿の処理、覚曹の回収、リサイクルの推進

受通整備課 あ通安全対策、自転車駐車忠市民パス

男女共同参画担当 男女共同参画プラッの推進

「福祉総合相談室 福祉全般の相談、色舌保護、事業計画

ト介護支援課 介護保険、老人保健、老人福祉、高餅I会対策
保健福祉部+生活支援課 色舌保護者・障害者への給付、民生委員、人権撞護

ト手育て支援課 児童手当、母手家庭、学童保育、保育園、少引じ対策

」保健セッター 母予・成人保健、現却児医療、休日~療所、狂犬高対策

「施設建設課 市有建築物の設計・監督・営繕指導市営住宅

卜道 路 課 道路の整備、市道の事業認可・設計、街路灯
建設部イ

ト下 水 道 課 公共下水道の計画・維持管理、水淵じの普及

L治 水 課 治水対策、排水路の整備、準用淘川

「都市計画課 都市計画、土地利用計画、景観形成住宅蹴

卜建築指導課 建築確認申請、違反建築物の措置

都市部+公園緑地課 公園の整備・誕備管理、緑地・樹木の保全

卜区画整理課 土地区画整理

」宅 地 課 開発行為の事前協議、開発許可

会 計 課金銭の出納

「経営管理課 事業計画、経営管理、経理、水道科金制強収
水道局イ

」授術監理課 潜水施設の管理運営、給水、書跡事故処理

「総 務 課 事業計画、消防の基本施策の企画

卜予 防 課 火災の予防、防火思想の普及、防火用設惜の設置

防+警 防 課 消防団、水防、雑草の除去

ト西消防署 消火、災害救曲、就苦言動

L東消防署

議 会 事 務局一一一一一議会の運営、議事録の調製、請願・陳情の受廿何げ

監査委員会事務局一一一一一出納・事務事業の監査

選挙管理委員会事務局一一一一一選挙人名簿の調製・縦覧、段票区の設定、選挙の訊行

農業委員会事務局一一一一一農地の権利移転調整・転用

教育委員会事務局

「総務課

教育総務部+学校教育課

L指導課

社会教育課

文化課

市史編さん室

体育課

鳥の博物館

生涯学習担当

公民館

図書館

ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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開
幽
平
成
M
s
m
m
年
度
分
の

岡
幽
交
付
対
象
事
業
な
ど
を
募
集

-ー-
市
で
は、

平
成
ロ
年
度
か
ら
、
公

募
を
含
め
た
新
た
な
補
助
金
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す。

日
ー
杢
度
か
ら
日
空
度
の
交
付
対
象

事
業

・
活
動
を
募
集
し
ま
す。

な
お
、
日
年
度
か
ら
口
年
度
の
公

募
分
の
申
請
は
訂
件
あ
り
、
「
市
補

助
金
等
検
討
委
員
会
」
の
審
査
と
公

開
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
、
取
り
下
げ

の
あ
っ
た
1
件
を
除
く
お
件

雫
表
)

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す。

そ
の
う
ち
、
口
杢
度
ま
で
交
付
す

る
団
体
が
M
件
、
日四
年
度
ま
で
交
付

す
る
団
体
が
1
件
、
日
年
度
の
み
の

団
体
が
5
件
と
な
っ
て
い
ま
す。

対
象
事
業

補
助
金
の
交
付
基
準
に

照
ら
し
て
、
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
る
事
業

・
活
動

t1 怠

谷津ミュージア~

草~IJ)J
ご参加巻

第1091号

ーョ

-・~咽=一ーでででどべ叫司

111-ごさ

園

応
募
資
格

市
内
に
在
住
す
る
方
叩

人
以
上
で
構
成
さ
れ、

活
動
拠
点
の

事
務
所
が
市
内
に
あ
り
、
市
内
で
活

動
を
行
う
N
P
O法
人
ま
た
は
N
P

O
法
に
掲
げ
る
特
定
非
営
利
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
(
政
治

・
宗
教

・

営
利
目
的
の
団
体
や
市
か
ら
他
の
補

助
金
を
受
け
て
い
る
団
体
は
除
く
)

応
募
方
法

要
綱
(
市
民
活
動
支
援

課
に
用
意
)
に
添
付
の
申
請
書
な
ど

に
必
要
事
項
を
明
記
し、

7
月
1
固

ま
で
に
同
課
へ
持
参
(
午
前
8
時
却

分
か
ら
午
後
5
時
。
土

・
日
曜
日
、

祝
休
日
を
除
く
)

※
要
綱
な
ど
の
書
類
を
お
渡
し
す
る

際
に
、
募
集
内
容
を
説
明
し
ま
す。

圃

市
民
活
動
支
按
課

・
内
線
4
8

8
 谷

津
内
の
農
道
を
復
活
さ
せ
る
た

め
、
市
で
は
草
刈
り
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す。

豊
か
な
自
然
の
中
で
、一

緒
に
汗

を
流
し
ま
せ
ん
か。

集
会
日
時
・
場
所

4
月
お
日
出
午

前
9
時
却
分
東
我
孫
子
駅
南
口
広
場

(
荒
天
中
止
)

作
業
時
間

午
前
日
時
か
ら
正
午
、

午
後
1
時
か
ら
3
時

※
作
業
時
間
は
、
こ
の
時
間
帯
の
中

で
各
自
自
由
と
し
ま
す。

※
作
業
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

持
参

寧
手
、
鎌
(
あ
る
方
)
、
午

前

・
午
後
と
も
参
加
の
方
は
昼
食

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
4
月
お
固

ま
で
に
手
賀
沼
謀

・
内
線
4
6
4
へ

※
開
催
の
有
無
は、

当
日
の
午
前
8

時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
宮
7
1

8
5
・
5
0
0
0
コ
1
ド
番
号
8
5

0
で
お
知
ら
せ
し
ま
す。

V補助金が交付される団体(平成15-17年度分)
団 体 名 おもな活動

我孫子市商工会 商底街マップの作成や市民まつり・あやめまつり・布佐新緑まつりなどの実施

我孫子市消費者の会 健全な消費生活を営むための学習・研究・啓発提言

我孫子市青壮年会議 産業まつりの実施、商業活性化の研究

我孫子市農業青壮年会語 学校での農業体駿サポートや、農産物議培講習会などの実施

生活支援の会「さんきゅう会j天王台地被住民の参加と協力によるお手缶い活動や住民交流会の実施

我孫子乗馬会 乗馬による介謹予防や障害者の閉じこもり防止、子どもの野外活動支援

我孫子ピークルサービス 移動困難な高働者や障害児者の送迎

相島芸術文化村 倉を使ったコンサートや伝統的な建物の開放などの地被交流

あぴこふるさと会 大杉察での伝統芸能の保存、小・中学生への太鼓や踊りなどの指導

古戸はやし連中 里神楽(かぐら)の雄示と保存活動、児童への指導

我孫子吹奏楽団 地域文化の向上と音楽普夏のための市民イベントでの演奏や定期演奏会の実施

みんなのアルバム同好会 家庭に眠る明治から昭和期の市内の写真を Iあびこの写真集lとして出版
我孫子市浄化情対策協議会 浄化槽の適正な制限の指導や合併処理浄化摘の飢餓

ゅうの家 高働者が交流できる場の提供

あびこ・シニアライフ・ネットシニア世代にパソコンの恒利きやすばらしさを伝えるための支援活動

我孫子市原爆被爆者の会 市内在住の被爆者による平和の記念碑糊や花壇整備、平和記念式典の開催

我孫子市手をつなぐ育成会 障害虫者が住みよい地域をつくるための研修や啓発活動・障害児者の交流

我孫子市視覚障害者協会 視賞障害者の自立のための勉強会や交流会

我孫子ろうあ協会 薦賞障害者が健全な社会生活を営むための勉強会や交流会

我孫子市肢体不自由児者父母の会肢体不自由児者が幸せな社会生活を送るための啓曹や交流会

あびこ福祉まつり実行委員会障害者・施設・ボランティアの交流や福祉意訟の向上のためのイベントの実施

我孫子市心身障害者福祉会 心身障害・知的障害虫者の生活向上のための啓発活動や交流会の実施

げんきフェスタ実行委員会 子どもの刻t環境の向上と大人のネットワークづくりのためのイベントの実施

我孫子市スカウ卜協議会 青少年の健全育成のための手賀沼ふれあい溝婦や年末助け合い募金などの実施

あぴこ子どもまつり 子どもたちの原体験の場とふるさとの思い出を増やすためのイベントの実施

瓶子市子ども錆成会連絡崎会子どもの指導者・育成者の傾の向上と子ども会-育成会の交流

我孫子ビデオクラブ 我孫子の歴史・文化・自然環境・文化活動などを映像化して上映会を実施

我孫子市スポーツ少年団 少年スポーツの擾興、地域の清婦活動

我孫子市体育協会 アマチュアスポーツの高揖と社会体育の振興にむttたスポーツ教室などの実施

我孫子市史研究センター 我孫子市の歴史の調査・研究、理解を深めるための発表・講演・刊行など

野
怠
@
と
ナ
も

吟
匂
わ
弱
い
で
，
‘

野
鳥
の
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
と
き
は、

拾
わ
ず
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
す
ぐ
そ

の
場
を
立
ち
去
り
ま
し
ょ、っ。

Q
最
近
、
地
面
に
落
ち
て
い
る
烏
の

ヒ
ナ
を
よ
く
見
か
け
る
の
で
す
が
?

A
巣
立
ち
し
た
ば
か
り
の
ヒ
ナ
は、

、ヱ
広
く
飛
べ
な
い
た
め
、
枝
か
ら
枚

へ
移
る
と
き
な
ど
に
地
面
に
降
り
て

し
ま
う
の
で
す
。

Q
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
と
き
は、

ど
う

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
?

A
近
く
に
姿
が
見
え
な
く
て
も、

親

鳥
は
必
ず
ヒ
ナ
の
も
と
へ
戻
っ
て
世

話
を
し
ま
す
。
人
が
ヒ
ナ
の
そ
ば
に

い
る
と
、
親
鳥
は
近
寄
れ
ま
せ
ん。

そ
の
ま
ま
に
し
て
、
す
ぐ
に
そ
の
場

を
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う。

ま
た
、
犬

や
ネ
コ
、
車
な
ど
の
危
険
が
あ
る
場

合
は、

近
く
の
木
の
枝
先
に
と
ま
ら

せ
て
そ
の
場
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う。

Q
私
た
ち
が
野
鳥
の
ヒ
ナ
を
育
て
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
?

A
人
聞
は
ヒ
ナ
に
飛
ぴ
方
や
烏
に
と

っ
て
危
険
な
も
の
を
教
え
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
自
然
の
中
で
自
立
で

き
る
よ
う
に
育
て
る
の
は
難
し
い
こ

と
で
す
。
な
お、

野
鳥
を
飼
う
こ
と

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す。

※
詳
し
く
は
、

鳥
の
博
物
館
ホ
l
ム

ペ
1
ジ

(Z
G一¥
¥老
若
者
・
σ可
仏
'

自
己的
・巳
u
FW
0
・nEσ
ど
℃
¥
)
の
「傷

病
救
護
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

圃

手
賀
沼
課
・
内
線
5
6
8
、
鳥

の
博
物
館
宮
7
1
8
5
・
2
2
1
2

F儲謀関灘、l
E 綴喜~ステム圃
挙

設置費用のー部を補助

市
で
は、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す。

太
陽
光
発
電
は
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
さ

な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

補
助
金
の
額

太
陽
光
発
電
モ
ジ
ュ

ー
ル
1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
5
万
円

で
最
大
4
キ
ロ
ワ
ッ
ト

(却
万
円
)

ま
で
対
象
と
な
る
発
電
シ
ス
テ
ム

①
低

圧
系
統
と
逆
潮
流
あ
り
で
連
携
す
る

発
電
シ
ス
テ
ム
(
余
剰
電
力
を
電
力

会
社
に
販
売
す
る
も
の
)
で
、
住
宅

(
庖
舗
併
用
住
宅
を
含
む
)
の
上
屋

な
ど
に
設
置
す
る
も
の
②
未
使
用

で
あ
る
こ
と
(
中
古
品
は
対
象
外
)

対
象
と
な
る
方

自
ら
居
住
す
る
市

内
の
住
宅
に
、
該
当
す
る
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
方
で
、
平
成
時
年

3
月
辺
固
ま
で
に
工
事
を
完
了
し、

実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
方

受
付
期
間

4
月
日
日
か
ら
同
年
3

月
1
固
ま
で
(
期
間
内
で
も
予
算
の

枠
を
超
え
た
場
合
は、

受
け
付
け
を

終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
)

※
詳
し
く
は
手
賀
沼
課
・
内
線
5
6

8
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今測定地点が基準内

穴気申のダイ方キシン類の
湯鹿測定結果

市
で
は、

平
成
M
年
度
に
、
大
気

中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
測
定

を
市
内
3
地
点
で
行
い
ま
し
た。

結
巣

(
左
表
)
は
、

3
地
点
と
も

国
の
環
境
基
準
(
年
平
均
値
0
・
6

陪
l
T
E
Q/
伽

)
の
範
囲
内
で
、

県
や
県
内
市
町
村
が
日
年
度
に
調
査

し
た
県
内
1
0
1
地
点
の
平
均
値

(
年
平
均
値
0
・
2
3
陪
l
T
E
Q

/
陶

)
も
下
回
っ
て
い
ま
す。

調
査
は、

ハ
イ
ボ
リ
ュ
ー
ム
エ
ア

サ
ン
プ
ラ
1

(注
1
)
と
い
う
装
置

で
大
気
を
連
続
7
日
間
吸
引
し、

粒

子
状
物
質
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ

V大気中のダイオキシン類の濃度
聞査地点 春期 夏期

水道局(我孫子) 0.061 0.14 

湖北台大気測定局

東消防署(布佐)

単位 :pg-TEQ/Nm3 

秋期 冬期年平均値

0.11 0.21 0.13 

0.15 0.29 0.10 0.13 0.069 

用語の解説

注1・・大気中に浮遊している粒子状物質を、ろ紙とポリウレタン

フォームの二層構造により吸引ろ過し、捕集する装置。

注2・・・ピコグラムと読み、1兆分の1グラムを表す重さの単位。
1兆分の1は、東京ドーム大の水に角砂糖1個力漕けている割合。

注3…ダイオキシン類のうち、最も毒性の強い2.3.7.8一四
塩化ジぺンソーパラージオキシンの毒性を1として、ほかの種類

の毒性の強さを係数 (0.00001から1)で示したもの。
注4…毒性があるダイオキシン類について、それぞれの重さに毒

性等価係数をかけた重量に換算し、その総和重量を表したもの。

数値が大きいほど健康や環境へのリスクカ清い。

0.12 0.26 0.093 0.082 0.062 

ン
類
の
濃
度
を
分
析
す
る
方
法
で
行

い
ま
し
た。

濃
度
は、

大
気
l
d
に
含
ま
れ
る

各
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
重
さ
陪
(
注

2
)
に
毒
性
等
価
係
数

(注
3
)
を

か
け
て
毒
性
を
換
算
し、

そ
れ
ぞ
れ

足
し
合
わ
せ
た
毒
性
等
量
T
E
Q

(注
4
)
で
表
示
し
て
い
ま
す。

廃
棄
物
の
焼
却
は
禁
止

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は、

も
の
を
燃

や
す
と
き
に
発
生
す
る
ス
ス
(
ば
い

じ
ん
)
に
含
ま
れ
、

粒
子
状
物
質
と

し
て
大
気
中
に
拡
散
し
、

土
壌
な
ど

に
蓄
積
さ
れ
ま
す。

ご
み
の
野
焼
き
や
小
型
焼
却
炉
は、

燃
焼
温
度
が
低
く
、
ば
い
じ
ん
が
発

生
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す。

野
焼
き
は、

風
俗
習
慣
上
の
行
事

や
農
作
業
な
ど
の
例
外
を
除
き
、
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す。

ま
た
、

小
型
焼
却
炉
に
よ
る
家
庭
ご
み
な
ど

の
焼
却
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す。

家
庭
ご
み
な
ど
は
自
宅
で
焼
却
し

な
い
で
、
分
別

・
減
量
化
し
た
う
え

で
、
パ
グ

・
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
の
ば

い
じ
ん
除
去
装
置
を
完
備
し
た
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

圃

手
賀
沼
課

・
内
線
5
6
9

市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号ft7185-1111 
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ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

健
康
・
体
力
づ
く
り
を

日
時

・
場
所

4
月
ロ
日
・:
布
佐
小
、

凶
日
・:
根
戸
小
い
ず
れ
も
土
曜
日
午

5
月
刊
日
:・
布
佐
南
小
、

5
月

羽

目

前

9
時
初
分

1
日
時
初
分

・:
新
木
小
、

6
月
幻
自
・:
湖
北
小
、

※
我
孫
子
第
四
小
は
、

4
月
か
ら
7

7
月
ロ
日
・:
湖
北
台
東
小
、

9
月
日
月
ま
で
の
毎
月
第
4
土
曜
日
に
実
施
。

日
・:
湖
北
台
西
小
、
叩
月
日
日
・:
我

※
並
木
小
は
、

4
月
か
ら
7
月
ま
で

孫
子
第
二
小
、
日
月
1
日
:・
高
野
山
の
毎
月
第
3
土
曜
日
に
実
施
。

小
、
ロ
月
日
日
・:
我
孫
子
第
三
小、

内
容

ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ

1
月
口
日
・
:
我
孫
子
第
一
小
、
2
月

ァ
ミ
リ
l
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
パ
ッ
ゴ

ー
、
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
、
オ
ー
バ
ル

ボ
l
ル
、
わ
な
げ
9
&
Qほ
か

対

象

小

学
生
以
上
、
ど
な
た
で
も

参
加

無
料

持
参

上
履
き

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

固

教
育
委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8

7
・
7
5
5
5

第 1091号

、-
、-

ユ

-ー-.. t1 事

市民活動支援

バソ:)!.I講習会

e翠At.fl歪差ヨl
パソコンを活用してさらに発展を

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
社
会

貢
献
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
を
支
援
す
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

チ
ラ
シ
づ
く
り
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト、

会
計
処
理
な
ど
、
皆
さ
ん
の

活
動
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
と

技
術
を
学
べ
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
活
動
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
程
・
内
容
下
表
参
照

場
所
市
民
会
館

対
象

市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
、

こ
れ
か
ら
市
民
活
動
を
は
じ
め
よ
う

と
考
え
て
い
る
方

定
員

各
講
座
却
人
(
応
募
者
が
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

申
し
込
み

・
固

往
復
ハ
ガ
キ
か
E

メ
l
ル
で
「
社
会
貢
献
活
動
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
こ
と
」
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
は

所
属
団
体
名
、
希
望
す
る
講
座
番
号

と
講
座
名
(
複
数
で
も
可
)
を
明
記

し、

4
月
幻
自
(
必
着
)
ま
で
に
〒

2
7
0
1
1
1
9
2
(住
所
省
略
可
)

市
役
所
市
民
活
動
支
援
課

・
内
線
4

8
8
E
メ
1
ル
F

停
o
c弓
c
@

巳
q
J
ω
E
W
0・の
Eσω
-e

へ

-~TIt歪董霊童
2003年芸術文化ふれあい事業

陽広の-1:1 
新
し
い
仲
間
た
ち
と
合
奏
を
通
し

て
、
音
楽
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

第
1
回:・
6
月
7
日
、
第
2

「コL汁ートJ

回:・
6
月
泊
目
、
第
3
回:・
9
月
6

日
、
第
4
回
:・
9
月
日
目
、
第
5
回

:-m月
4
日
、
第
6
回
:
・
叩
月
四
日
、

第
7
回
:・日
月
日
日
、
第

8
回
:・ロ

月
6
目
、
第
9
回
:
・
ロ
月
初
日
、
第

叩
回
・:
1
月
口
目
、
第
日
回
・:
2
月

7
日
、
第
ロ
回
:
・
2
月
幻
日
い
ず
れ

も
土
曜
日
午
前
日
時
か
ら
正
午

場
所
市
民
会
館

対
象

原
則
と
し
て
全
回
参
加
で
き
、

楽
器
の
持
参
が
可
能
な
小

・
中
学
生
、

的
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

※
楽
需
ご
と
に
定
員
が
あ
り
ま
す
。

※
保
護
者
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
ユ
l
フ
ォ
ニ
ウ
ム
、
バ
リ
ト
ン
サ

ッ
ク
ス
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
、
チ
ュ

ー

バ
、
打
楽
容
は
、
教
育
委
員
会
で
用

意
し
ま
す
。

講
師

松
田
恵
次
さ
ん
(
元
我
孫
子

中
学
校
教
諭
)

持
参

楽
器
、
譜
面
台
(
お
持
ち
の

方
)
費
用

5
0
0
円
(
ロ
回
分
)

申
し
込
み
・
固

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク

ス
か
E
メ
l
ル
で
参
加
者
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

楽
器
名
、

E
メ
l
ル
ア
ド
レ
ス
(
あ

る
芝
を
明
記
し
、
5
月
7
日
(
挙
)

ま
で
に
〒
2
7
0
1
1
1
6
6
我
孫

子
1
6
8
4
教
育
委
員
会
文
化
謀
宮

7
1
8
5
・
1
1
5
1
m
7
1
8
2
・

5
8
6
7
E
メ
I
ル

σEHWω
@

の
存
可
・
ω
E
W
0・の
Eσ
ど
U

へ

軍霊童.霊'~I:t.J

我採子ビークルサービス

車(VEHICLE)で
誰もが自由に外出を !

子 -::)(意工三一三二ョイ

「
我
孫
子
ビ
ー
ク
ル
サ
ー
ビ
ス
」

し
げ
る

(
森
滋
理
事
長
)
が
、
去
る
2
月

お
日
に
市
内
で
日
番
目
の
N
P
O

法
人
と
し
て
千
葉
県
か
ら
認
証
さ

れ
ま
し
た
。

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
の
方
や

講座
講座 名 対象 内容 日 程 時 間 受講料

番号

ワード入門 1 Windowsの5/20・22.27 9: 30 
(火・木:午前)ほとんどパソ 基本操作とワ .29・6/3 12: 30 
ワード入門 2 コンにさわっ ードによる内文5/20・22.2713 i 30 
2 字入力、案 4，000円
(火・木:午後)たことがない

保文編集書存の、・作文印成刷書の・

.29・6/3 16: 30 
ワード入門 3方 5/24， 31・6/79: 30 
3 (土:午前) . 14・21 12: 30 
ワード初蔽~中級1 書式の設定、 5/21 .23・289; 30 
4 (水・金:午前)Windowsの表現力あふれ .30・6/4 12: 30 
ワード初級~中級2基本操作と文 る案内文書・ 5/21 .23・2817; 45 4，000円5 (水・金:夜間)字入力ができ チラシの作成、 .30・6/4 20: 45 

6 
ワード初蔽~中級3る方 文書・表の作 5/24' 31・6/713: 30 
(土:午後) 成・保存・印刷 .14.21 16: 30 

7 
エクセル入門~初級1 エクセルの基本5/21 .23.28 13 i 30 
(水 ・金;午後)Windowsの知識、データ入 .30・6/4・616: 30 
工クセル入門~初級2基本操作と文 力・蘭集による 6/10・12・1717: 45 
8 5，000円(火・木:夜間)字入力ができ 住所録作成、表 . 19.24・2620: 45 

9 
エクセル入門~初級3る方 計算機能による 6/10・12・17 9: 30 
(火・木:午前) 現金出納帳作成 . 19.24・2612: 30 

インターネット 1Windowsのホームページの 9; 30 
10 6/11・13・18
(水・金:午前) 基本操作と文閲覧、地域情報 12: 30 

3，000円

インターネッ ト2
字入力ができ の検索、メール

~~ i ~~ 11 
(水・金:午後) る方

の送受信 6/11・13・18

ホームページ作成1文字入力がで
[旧Mホームペ 6/25，27，7/2 9: 30 

12 (水・金:午前) ージビルダーj .4・9・11・15き、インター 12: 30 

ネットの基本
を使用したホー 6，000円

ホームページ作成2 ムページ作成、
6/11・13・1817: 45 

13 知識を持つ方 .20・25・27
(水・金:夜間) 編集、開設手順 .7/2 20: 45 

文字入力がで
簡易会計ソフ

市民活動・グループ 卜fNP 0会
き、会計に関 13: 30 

14 簡易会計1 計Jでの、財 6/17・19 2，500円
する知識を持 16: 30 

(火・木:午後) 務諸表の作成
つ方

-印刷

市民活動支援パソコン講習会日程表

体
の
不
自
由
な
方
々
が
、
い
つ
で
も

安
心
し
て
出
か
け
ら
れ
る
地
域
社
会

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
(
協
力
会
員
)
が
移
動
困
難
な
方
々

の
希
望
す
る
日
時

・
場
所
に
率
で
出

向
き
、
外
出
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行

う
こ
と
で
す
。

利
用
範
囲
は
、
市
内
と
そ
の
周

辺
で
、
病
院
へ
の
通
院
、
質
物
、

友
人
先
へ
の
訪
問
、
理
容
室
へ
の

送
迎
、
墓
番
り
、
デ
パ
ー
ト
巡
り

な
ど
と
多
様
で
す
。

「
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
健
全

な
運
転
技
術
を
持
っ
た
方
々
が
、

社
会
賞
献
す
る
た
め
参
加
し
て
い

ま
す
。
車
イ
ス
対
応
の
福
祉
車
両

も
あ
り
、
私
た
ち
の
活
動
が
少
し

で
も
外
出
困
難
な
方
々
の
お
役
に

た
で
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
森

さ
ん
は
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

な
お
、
同
サ
ー
ビ
ス
で
は
4
月

幻
日
同
午
後
1
時
か
ら
市
民
会
館

で
、
会
員
募
集
の
説
明
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

固

我
孫
子
ビ
ー
ク
ル
サ
ー
ビ
ス

宮

0
9
0
・
7
8
0
1
・
1
5
5

5
 

青
木
坊
プ
ロ
が
母
校
で
課
外
授
業

N
H
K
 「
課
外
援
業
ょ
う
こ
そ
先
輩
」

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
青
木
功
さ
ん

が、

3
月
Mm
-
U
-
m
日
の
3
日

問
、
母
校
の
我
孫
子
第
二
小
学
校

を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
課
外
授

業
を
行
い
ま
し
た
。

訂

正

前
号
5
面
の
「
谷
津
学
校
」
の
記

放
送
予
定
日

4
月
幻
自
制
午
前

8
時
お
分
か
ら
、

N
H
K総
合
テ

レ
ピ
「
課
外
授
業
ょ
う
こ
そ
先
輩
」

事
の
中
の
主
催
を
「
手
賀
沼
課
」
か

ら
「
我
孫
ヱ
工
巾
」
に
訂
正
し
ま
す
。

ファクスガイド ・ファクス便利帳宮7183-6000 ァレホンガイド ・声の便利帳ft7185 -5000 ζ事J嗣(f!eぃ
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備
部

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

で

か

け

て

み
ま
ぜ
ん
か

湖
北
台
春
ま
つ
り

.. -
日
・
所

4
月
四
日
出
・
初
日
制
9

時

s口
時
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

ス
ピ
ー
ド
ボ
l
ル
・
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
ハ
ン
ド
ベ

ル
・
大
正
琴
・
舞
踊
な
ど
の
発
表
、

お
楽
し
み
弁
当
・
五
回
ち
ら
し
等
の

販
売
、
七
宝
・
陶
芸
な
ど
の
展
示

圃

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1

8
7
・
1
1
2
2

.. 
ti 

布
佐
新
緑
ま
つ
り

怠第 1091号

週
間
」
と
し
て
各
医
療
施
設
で

「ふ

れ
あ
い
看
護
体
験
」
や
各
地
域
で
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
千
葉
県
看
護
協
会
宮

0
4
3
・
2
4
5
・
1
7
4
4
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
れ
い
ゆ
コ
ン
サ
ー
ト

為
，

ah

。
そ
れ
い
ゆ
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
唄
う

日

4
月
口
日
同
H
時
1
日即時

内

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
会
場
の
皆
さ
ん

と
歌
い
ま
す

。
そ
れ
い
ゆ
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
と
唄

う

4
月
四
日
出
比
時
S
M即
時

内

演
歌
、
叙
情
歌
を
会
場
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
こ
た
え
て
歌
い
ま
す

所

両
日
と
も
東
京
事
務
器
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
1
ル
(
湖
北
駅
南
口
)

対

各
日
先
着
お
入

費

各

日

1
0
0
0
円

圃

岡
田
宮
7
1
8
8
・
1
0
0
0

(
夜
間
の
み
)

日

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

記
)
で
、

5
月
7
日
(
必
着
)
ま
で

に
各
講
師
へ

V場所 ・講師・申し込み先
根戸近隣センター
上原翠道(糊) 87139-8613 
干27Cト1175膏山台4-1Cト13
湖北台近隣センター
下村百合枝(糊)87184・，3389
干27Cト1144東嚢碩子1・1号令C
新木近隣センター
中田豊知仲E量) 871邸周0298
干27Cト1114新木野4-31・25

時
i
m時
(
全
沼
田
)

対

宅
建
主
任
者
試
験
の
合
格
を
目

指
す
方
、
先
着
却
人

費

3
万
2
0
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト

代
別
途
)

所

各
講
座
と
も
野
田
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー

申

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
2

7
8
1
0
0
3
1
野
田
市
中
根
3
2

3
の
3
野
田
地
域
職
業
訓
練
協
会

「「
希
望
す
る
講
座
名
』

」
係

圃

き
わ
や
か
ワ
l
ク
の
だ
宮
7
1

2
1
・
1
1
8
4

知

っ

て

い

ま

す

か

防
犯
と
防
災
の
知
識
と
準
備

日
・
所

4
月
初
日
制
比
時
1
日
時

加
分
、
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

安
全
な
鍵
と
防
災
の
知
識
と
常

備
す
る
も
の
の
紹
介

対

先
着
回
人

費

無

料

圃

消
費
者
の
会
・
和
田
宮
7
1
8

3
・
1
4
3
4

我
孫
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

第

幻

回

春

季

大

会

日
・
所

4
月
幻
日
制
8
時
加
分
受

け
付
け
、
市
民
体
育
館

種

男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
1
1
3
部

対

1
・
2
部
オ
ー
プ
ン
、

3
部
は

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
初
心
者

費

1
組
2
4
0
0
円
(
中
学
・
高

校
生
は
1
組
1
2
0
0
円
)

申

ハ
ガ
キ
に
2
人

の

住

所

袈

電
話
番
号
、
種
目
、
ラ
ン
ク
を
明
記

し、

4
月
四
日
(
必
着
)
ま
で
に
〒

2
7
o
l
-
-
6
5
並
木
6
の
8
の

6
の
7
0
3
佐
々
木
吉
人

圃

川
喜
田
宮
7
1
8
8
・
9
2
7

4
 

親
子
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室

対

テ
ニ
ス
を
し
た
こ
と
の
な
い
4

歳

sロ
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
、

各
回
先
着
別
組

費

1
組
5
0
0
円
(
お
子
さ
ん
は

2
人
目
か
ら
1
人
2
0
0
円
)

持

運
動
が
で
き
る
靴
と
服
装
、
タ

オ
ル
、
着
替
え
(
ラ
ケ
ッ
ト
と
ポ
ー

ル
は
主
催
者
が
用
意
)

申
・
圃

電
話
で
同
研
修
セ
ン
タ
ー

宮

7
1
3
4
・
3
0
3
0

心
臓
ベ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
護
会
一
べ
1
ス
メ

ー
カ
ー
の
亭
術
に
伴
う
感
染
症
に
つ
い
て
」

日
・
所

5
月
5
日
鯛
ロ
時
却
分
S

M
時
、
市
民
プ
ラ
ザ

内

講
演
、
質
疑
応
答

対

ペ
1
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
者
・
装

着
予
定
者

費

1
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
塚
田

宮

郎

7
1
8
5
・
5
0
7
8

や
さ
し
い
介
護
教
室
・
基
礎
諦
座

日

5
月
幻
日
S
来
年
2
月
の
毎
月

第
3
水
曜
日
目
時
必
分
1
日
時
叩
分

所

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
和
楽
圏

内

講
義
、
実
技

対

先
着
却
入

費

無

料

申
・
圃

電
話
で
和
楽
園
宮
7
1
8

8
・
6
2
6
1

「
ふ
あ
い
な
ん
し
ゃ
る
塾
」

知
っ
て
得
す
る
生
活
と
マ
ネ
ー
の
勉
強
会

。
金
融
商
品
と
お
金
の
知
識

日

4
月
お
日
制
H
時
i
M時

。
知
っ
て
得
す
る
税
金
の
し
く
み
、

相
続
税
の
知
酷

日

5
月
口
日
出
比
時
S
M即
時

所

い
ず
れ
も
市
民
プ
ラ
ザ

費

各

回

5
0
0
円

圃

我
孫
子
お
か
み
さ
ん
会
・

寺
尾

宮

7
1
8
2
・
8
7
6
6

第

1
回
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
集
い

ー
ル
(
湖
北
駅
南
口
)

内

生
演
奏
で
フ
ラ
を
踊
り
ま
す

費

1
0
0
0
円
(
飲
み
物
付
き
)

圃

レ
イ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
白
井
宮

7
1
8
2
・
8
8
3
6

親

子

で

遊

ぼ

う

日
・
所

4
月
辺
日

ω9時
却
分
S

U
時
、
つ
ぱ
め
共
同
保
育
園
(
中
峠

3
0
4
8
の
幻
)

肉

親
子
リ
ズ
ム
、
子
育
て
相
談

費

1
人
5
0
0
円
(
給
食
あ
り
)

持

着
替
え

申
・
圃

電
話
で
つ
ぱ
め
共
同
保
育

園
宮
7
1
8
7
・
5
0
0
5

か
が
り
び
山
の
会
山
菜
ハ
イ
ク

日
・
所

5
月
げ
日
出
6
時
柏
駅
西

口
高
島
屋
前
集
合
、
時
日
目
時
解
散

予
定

(
1
泊
2
日
)

内

那
須
岳
登
山
ほ
か

対

健
康
な
方
、
先
着
初
入

費

1
万
8
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
明
日
航
一
銭

宮
間

7
1
8
7
・
1
7
0
2

野
村
生
涯
教
育
諦
座
・
教
育
相
鮫

。
講
座

日
・
所

4
月
幻
日
開
日
時

1
日
時
、

船
橋
市
中
央
公
民
館
(
以
降
ロ
月
ま

で
全
8
回
)

内

野
村
生
涯
教
育
論
の
学
習
(
ビ

デ
オ
、
講
義
ほ
か
)

費

年

額

8
0
0
0
円

※
昼
食
は
持
参
。
幼
児
に
は
幼
児
教

育
部
あ
り
(
お
や
つ
代
1
5
0
円
)

※
年
聞
の
講
座
内
容
な
ど
、

詳
し
く

は
側
野
村
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
告

白
・

3
3
2
0
・
1
8
6
1
へ

。
教
育
相
麟

日
・
所

4
月
初
日
制
叩
時

5
日
時
、

ア
ピ
ス
タ
(
費
用
無
料
)

内

い
じ
め
、
不
登
校
、
家
庭
内
暴

力
、
離
婚
、
育
児
、
人
間
関
係
な
ど

圃

同
セ
ン
タ
ー

gω
・
3
3
2

0
・
1
8
6
1

第24回
憲法をれる市民の集い

谷津a白銀観察会げんきフェスタ2003

春の花」
この集いは「くらしに生かそう平和憲法Jをテー
マに、毎年憲法記念日に開催しています。

私たちを取り巻く社会環境は、国際情勢の分析ぬ

きでは語れません。一緒に考えてみませんか。

日時 5月3日制午後1時30分から4暗

場所市民会館(参加無料)

aE貰 「激動の国曝情勢と日本の立場J
講師浅井基文さん(明治学院大学国際学部教授)

主催憲法を考える市民の集い実行委員会

園浜田ft7183・2789

開催の有無は、当日の午前

8時からテレホンサービス

ft 7185・50∞コー ド番号

850でお知らせします。)

定員先着25人

持参ルーペ(お持ちの方)

※動きやすい服装でご参加

ください。

申しidみ・固 電話で手賀
沼課-肉親464ヘ

平成15年度は、谷津の自

然観察会を8回開催します。

第1回目のテーマは 「春
の花J。自然豊かな、岡発戸、
都部の谷津で春を感じる花

を探しましよう。

日時・場所 4月19日出

午前9時30分東我孫子駅

南口広場集合、 11時30分
現地解散予定(荒天中止。

日程 6月29日旧)
場所湖北地区公民館、湖北小体育館・校庭

対象 コーラス・ダンス・劇・遊びコーナーな

どに参加・発表、または模擬庖や取材などのお

手伝いができる小学生から20歳くらいまでの方

申し込み・園電話かファクスで4月30日ま

でに石田倉剛7184-9601ヘ

市役所の電話番号ft7185-1111 

学
校
週

5
日
制
行
事

子

ど

も

茶

道

教

室

日

4
月
お
日
出
①
叩
時

5
日
時
②

日
時

i
u時

所

湖
北
地
区
公
民
館

内

お
菓
子
の
い
た
だ
き
方
か
ら
簡

単
な
お
点
前
ま
で

対

小
学
生
以
上
(
親
子
も
可
)
、

各
回
先
着
目
人

費

3
0
0
円
(
お
菓
子
代
)

持

白
い
靴
下

申
・
圃

電
話
で
我
孫
子
地
区
公
民

日
・
所

4
月
訂
日
冊
目
時
5
日

時

、

館

宮
7
1
8
2
・
0
5
1
1

産
駅
東
口
駅
前
通
り
(
雨
天
の
場

各

種

資

格

・

能

力

合
は
お
日
に
延
期
)

検

定

受

験

対

策

講

座

内

脅
空
市
、

草

花

の

プ

レ

ゼ

ン

ト

、

。

消

費

生

活

ア

ド

バ

イ

ザ

ー
受
験
対

太
子
会
に
よ
る
包
丁
研
ぎ

(
1
丁
1

策
講
座

0
0
円
、
先
着
3
0
0
丁
・
ハ
サ
ミ

日

5
月
6
日
5
9
月
初
日
の
毎
週

は

不

可

)

、

金

魚

す

く

い

、

子

ど

も

火

曜

日

目

時

1
2時
(
全
初
回
)

遊
ぴ
広
場
、
大
道
芸

対

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
試
験

圃

松
島
宮
7
1
8
9
・
2
1
0
0

の
合
格
を
目
指
す
方
、
先
着
却
人

県

民

が

集

う

「

看

護

費

1
万
9
4
7
0
円
(
テ
キ
ス
ト

の
日
」
・
「
看
護
週
間
」

学

校

週

5
日

制

行

事

代

含
む
)

。
看
謹

の

日

母

の

目

に

お

花

を

生

け

よ

う

@
中
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

日
・
所

5
月
日
日
同
日
時

1
日
時
、

日

5
月
刊
日
回
目
時

sロ
時

力
検
定

(
T
E
C
C
)
受
験
講
座

千
葉
市
中
央
公
園
(
千
葉
市
中
央
区

所
・
講
師
・
申
し
込
み
先
表
参
照
日

5
月
日
日
5
日
月
お
日
の
毎
週

〈
参
加
無
料
〉
)

対

小
学
校
4
年
生
以
上
(
大
人
も
土
曜
日
目
時
i
ロ
時
(
全
幻
回
)

内

健
康
チ
ェ
ッ
ク
(
骨
密
度
測
定
可
。
男
女
を
問
わ
ず
)
、
各
会
場
初

対

中
国
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
1
シ
ヨ

2
0
0
人
・
体
脂
肪
測
定

・
血
圧
測
人

(
応
募
者
名
薮
の
場
合
は
抽
選
)
ン
能
力
を
習
得

・
測
定
し
た
い
方
、

定
な
ど
)
、
看
護
企
護
相
談
、
指

圧

費

8
0
0
円
(
花
材
費
を
含

む

)

先

着
初
人

実
技
指
導
、
な
の
は
な
体
操
、
大
道
持
ハ
サ
ミ
(
工
作
パ
サ
ミ
可
)
、

費

1
万
5
0
0
0
円

(
テ
キ
ス
ト

日

・

所

5
月
5
日
鯛
①
叩
時

s
u

芸
、

風

船

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

ほ

か

新

聞

紙

、

ぞ

う

き

ん

代

別

途

)

時

②

日
時
初
分
1
日
時
初
分
(
雨
天
日

4
月
辺
日

ω日
時

ω分
1
日
時

。
看
護

週

間

申

・

圃

電
話
か
ハ
ガ
キ
(
開
講
場
。
宅
建
受
験
対
策
講
座

実
施
)
、
例
吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修
(
以
降
偶
数
月
の
第
4
火
曜
日
)

5
月
日
日
か
ら
口
固
ま
で

「看

護

所

、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
日

5
月
比
日
制
1
9
月

お

日

同

日

セ

ン

タ

ー

(

柏

市

花

野

井

)

所

東

京

事

務

器
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

日
・:
日
時、

所
・
:
場
所
、

内
・
:
内
容
、

種
・
:
種
目
、

出
・:
出
席
者
・

出
演
者
、

対
・
:
対
象
・

定
員、

持
・
:
持
参
、

-R・:費用、
申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)、
主
・
:
主
催
・

共
催、

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

預
け
る
側
・
預
か
る
側
、
双
方
を

理
解
し
、
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
、

そ
の
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
方
の
た
め
の
講
座

で
す
。

日
・
所

5
月
日
日
5
6
月
ロ
日
の

毎
週
木
曜
日
目
時
初
分

1
日
時
初
分

(全
5
回
)
、
市
民
会
館

対

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
(
学
生

も
可
)
、
先
着
mw
入

費

無

料

申
・
圃

電
話
で
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
宮
7
1
8
5
・
5
2
3
3

硬
式
テ
ニ
ス
県
民
体
育
大
会

予

選

シ

ン

グ

ル

ス

大

会

日

5
月
日
日
制
8
時
初
分
集
合

(
雨
天
の
場
合
は
四
日
に
延
期
)

所

市
民
体
育
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
シ
ン
グ
ル
ス
男
子
・
女
子

対

市
内
在
住
の
方

費

1
0
0
0
円

申
・
圃

現
金
書
留
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

5
月
8
日
(
必
着
)
ま
で
に
〒
2
7

o
l
l
l
3
2
湖
北
台
7
の
却
の
お

の
2
0
1
高
田
英
志
宮
7
1
8
7
・

つ-マ
'
つ』
F
b

.. -.. ti 怠

布
佐
台
幼
稚
園
に
こ
に
こ
教
室

友
だ
ち
ゃ
幼
稚
園
の
先
生
と
、
月

1
固
い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。

日
・
所

5
月
日
日
5
日
月
ま
で
の

月
1
回
土
曜
日
目
時
却
分
i
U時
却

分
(
全
7
回
)
、
布
佐
台
幼
稚
園

対

2
歳
か
ら
4
歳
ま
で
の
幼
稚
園

に
就
園
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

費

1
0
0
0
円

(
7
回
分
)

持

上
履
き
(
親
子
)
、
油
性
ペ
ン

申
・
圃

電
話
で
布
佐
台
幼
稚
園
宮

7
1
8
9
・
0
2
3
1

バ
イ
オ
リ
ン
・
フ
ル
ー
ト
体
験
傭
座

日
・
所

4
月
幻
日
制
凶
時
1
日即時、

東
京
事
務
器
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
l
ル

(
湖
北
駅
南
口
)

対

ど
な
た
で
も
、
先
着
お
入

費

5
0
0
円

持

バ
イ
オ
リ
ン
、
フ
ル
ー
ト
(
あ

れ
ば
)

申
・
圃

電
話
で
森
の
音
楽
会
・
岡

田
宮
7
1
8
8
・
1
0
0
0
(夜
間
)

姿
一
腎
が
良
く
な
る
ず
/
ス
無
料
一
繭
習
会

日

4
月
mm
日
細
目
時

1
日
時
加
分
、

初
日
制
日
時
S
M
時
却
分

所

ア
ピ
ス
タ

み
や
ざ
わ

宮
津
(膏
山
台
・

1
歳
2
カ
月
)

泣
い
定
と
き
は
、
マ
マ
で
怠
い

と
泣
き
や
み
ま
せ
ん
。
最
近
は
、

動
物
巴
興
疎
津
々
で
す
。

た

い

ち

太

一

ち

ゃ

ん

上Z
岡ま

』
の
み
好

ち

ゃ
ん

(白
山
・

1
歳
2
カ
月
)

愛
き
ょ
う
が
あ
り
、
人
見
知
り

を
し
ま
せ
ん
。
最
近
は
、
ダ
ン
ス

ガ
お
気
巴
入
り
で
す
。

対

各
日
先
着
加
入

持

シ
ュ
ー
ズ
(
動
き
や
す
い
服
装

で
ご
参
加
を
)

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
す

み
れ
会
・
石
井
宮
附
7
1
8
5
・
8

2
3
1
 

自
彊
術
体
操
(
健
康

体
操
)
無
料
体
験
教
室

日
・
所

4
月
初
日
制
叩
時
S
U時

初
分
、
並
木
9
丁
目
自
治
会
集
会
所

持

パ
ス
タ
オ
ル

申

当
日
直
接

圃

自
彊
術
同
好
会
・
加
納
宮
7
1

8
4
・
7
5
4
5

ぼ
し
ゅ
う

我
孫
子
郵
便
局
長
期
配
遣
ア
ル
バ
イ
ト

勤
務
先

我
孫
子
郵
便
局

仕
事
内
容

郵
便
物
の
配
達
(
要
バ

イ
ク
免
許
)

勤
務
時
間

9
時

1
日
即
時
の
間
で
5

時
間
程
度

給
与

時
給
8
0
0
円

※
休
日
・
申
し
込
み
育
法
な
ど
、
詳

し
く
は
我
孫
子
郵
便
局
総
務
課
宮
7

1
8
2
・
1
4
3
1
(月
S
金
曜
日

9
時
i
口
時
)

第
一
同
回
全
国
健
康
福
祉
祭
(
ね
ん

り
ん
び
っ
く
)
徳
島
大
会
出
場
者

日
・
所
日
月
口
日
働
1
2日

ω、

徳
島
県

(
4
泊
5
日
)

対

県
内
在
住
の

ω歳
以
上
(
昭
和

四
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
)
の
方

※
募
集
種
目
・
人
数
、
経
費
、
応

dk白包也事 4月1日現在
.住民基本台帳
人口 129，530人

(前月比一42人)
男 64，615人
女 64，915人

世帯数 48，889世帯
(前月比+134世帯}

.外国人登録者
866人

3福募

2埜喜
2 れな
1 あど
しミ 、
7財詳
4 団し
4 長く
8 寿は
へ謀側
宮 千
O 葉
4 県

あ
び
こ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所

毎
月
第
1
・
3
土
曜
日
日

時
初
分

i
M時
、
ア
ビ
ス
タ
ほ
か

内

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
関
係
の
歴
史
の

学
習
費

年

額

6
0
0
0
円

申
・
圃

直
接
会
場
か
電
話
で
萩
原

告

7
1
8
4
・
1
3
8
6

若
竹
剣
友
会
会
員

日

毎
週
日
曜
日
9
時
却
分
i
U時

加
分
所

湖
北
台
西
小
学
校
体
育
館

対

小

学
校
1
3
6年
生

費

月

額

5
0
0
円
(
入
会
金
3
0

0
0
円
)

申

練
習
日
に
会
場
で
受
け
付
け

圃

秋
葉
宮
7
1
8
8
・
8
4
7
0

我
孫
子
コ
ス
モ
ス
ク
ラ
ブ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
員

日

毎
週
月
曜
日
目
時
5
日
時
、
金

曜
日
目
時

i
u時

所

市
民
体
育
館

対

ど
な
た
で
も
(
初
心
者
歓
迎
)

費

月

額

1
5
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
堀
江
古
7
1
0

5
・
3
7
1
1

リ
ト
ル
・
カ
ラ
テ

・
ク
ラ
ブ
会
員

日

毎
週
日
曜
日
小
・
中
挙
生
:・
9

時

sm時
、
高
校
生
以
上
・:叩
時
却

分

i
u時

所

並
木
小
学
校
体
育
館

忘れずに納めましょう

項 目
納期限
(口l詰昔日)

固定資産税第1期 30日(氷)

水道料金 25日(金)

※納付を口座振替にすると、
納め忘れもなく便利です。

ぜひご利用ください。

対

初
心
者
・
年
配
者
可

費
小
・
中
学
生
月
額
2
0
0
0
円、

高
校
生
以
上
月
額
3
0
0
0
円

申
・
圃

練
習
日
に
直
接
会
場
か
電

話
で
吉
岡
宮
7
1
8
4
・
2
5
7
7

T
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
会
員

日

毎
週
金
曜
日
目
時
加
分
i
m時

記
分
所

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

対

小

学
生
以
上
、
先
着
加
入

費

月

額

4
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
川
又
宮
7
1
4

3
・
3
4
5
2

大
正
琴
サ
ー
ク
ル
し
も
づ
き
合
会
員

日

毎
月
第
2
・
4
火
昭
日
9
時
i

u時
所

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

対

先
着
目
人

費

月

額

3
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
寺
田

宮

7
1
8
2
・
5
6
1
8
m
7
1
3

4
・
7
0
5
5

楊

名

時

気

功

太

極

拳

(
健
康
体
操
)
愛
好
会
会
員

日
・
所

第
2
を
除
く
毎
週
火
曜
日

日
時
初
分
i
U時
、
湖
北
台
東
小
学

校
地
域
究
流
教
室

対

先
着
ロ
人

費

月

額

2
5
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
田
村
宮
7
1
8

8
・
5
9
1
7
(午
前
中
の
み
)

お
し
ら
せ

定
例
教
育
委
員
会

日

4
月
お
日
働
日
時

所

水
道
局
4
階
会
議
室

圃

教
育
委
員
会
総
務
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
5
1

土
曜
日
の
午
前
中
に
市
内
小
学
校
の

体
育
館
を
開
放
し
ま
す

市
で
は
土
曜
日
の
午
前
中

(
8
時

加
分

sロ
時
初
分
)
、
市
内
小
学
校

の
体
育
館
を
子
ど
も
た
ち
に
無
料
で

開
放
し
て
い
ま
す
。

体
育
館
を
利
用
で
き
る
の
は
大
人

の
責
任
者
を
含
め
5
人
以
上
の
子
ど

も
の
団
体
で
、
体
育
館
使
用
申
請
書

(
市
内
小
・
中
学
校
、
教
育
委
員
会

に
用
意
)
の
提
出
が
必
要
で
す
。

。
申
請
の
受
け
付
け

目
・
所

4
月
初
日
制
9
時
S
U時、

教
育
委
員
会

圃

教
育
委
員
会
総
務
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
5
1

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
受
け
付

け
順
と
し
ま
す
。

手
賀
沼
・
印
描
沼
・
根
本
名
川
圏
域

流
域
懇
談
会
の
結
果
を
公
開

3
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
3

回
手
賀
沼
・
印
施
沼
・
根
木
名
川
圏

域
流
域
懇
談
会
(
手
賀
沼
部
会
)
」

の
資
料
と
議
事
要
旨
を
公
開
し
ま
す
。

こ
の
懇
談
会
は
、
県
の
河
川
整
備

計
画
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

閲
覧
期
間

4
月
日
日
5
5
月
日
日

(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
)

閲
覧
場
所

治
水
謀
(
市
役
所
東
別

館
2
階、

8
時
初
分

i
u時
)
、
県

東
葛
飾
土
木
事
整
附
(
柏
市
、

9
時

i
口
時
)
、
県
庁
都
市
河
川
課

(
9

時
5
口
時
)

圃

千
葉
県
都
市
河
川
課
宮
0

4

q
u

・つ臼つ
-
q
u

・
q
u
1
4
F
b
F
O

労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

日
・
所

4
月
お
日
同
日
時

5
日即時、

千
葉
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
(
千
葉
市
中
央
区
)

相
談
員
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務

士
、
ソ
1
シ
ヤ
ル
ワ
1
カ
ー
ほ
か

費

無

料

圃

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
宮
0
4

3
・
2
2
5
・
4
5
6
7

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〒270・1132湖北台1の12の16保健センター8
7187-1131ヘ(FAX不可)
※応募者多数の場合は、希望の検診を受けられない

場合があります。

※受診者に5月下旬ころ「検診の案内Jを送付します。
※12月末まで、市内委託医療機関でも受診できますo

v検齢内容・費用等
紛糾 検診 検内査容 対象 費(円用) 時受付間 定(人員) 

① 現の(午みが前ん) マンモ 5の0女歳性以上500 190F 時 200 グラフィ

すん頚細胞部診 3の0女歳性以上 11持4時② 500 400 
後)

③ !i勉マンモグう7イ5の0女歳性以上1，∞o 121時43時0分800 -費削齢

子宮がん・乳がんの
集団検診が始まります
日程・蝿所 6月4・6・11・13・17・19・24・25・

26・30目、保健センター

対象 市内に住民登録・外国人登録をしている女性で、

昭和29年3月31日以前に生まれた方(子宮がん検

診だけを希望する方は昭和49年3月31日以前に生
まれた方)

内容・費用等表参照

申し込み・固 ハガキ(1枚につき1人に限る)に

住所、氏名、生年月日、電話番号、希望検診名(①

~③の番号を記入)、検診日程で都合の悪い日があ

る方はその日付、市県民税手民票税の方は右上に大き

く「非Jを明記し、4月25日(消印有効)までに

さわやかな環境づくり賞

ー毒事候補者総書しτ〈鈍い
行っている方①資源のリ

サイクル活動を積極的に推

進している方

表彰 選考のうえ、5月の

「環境月間Jに表彰します
応募方法・固 ハガキに推薦

する個人団体名、活動内容、

推薦者の住所・氏名・電話

番号を明記し、4月25日
(消印有効)までに〒270

・1121中峠2264クリーン
センターD7187・0015ヘ

市では、第6固さわやか

な環境づくり賞の帳補者を

募集します。

この賞は、 5年以上にわ

たってまちの環境美化や、

資源の再利用などのボラン

ティア活動を行っている個

人団体を表彰します。自薦

他薦を聞いませんので、ぜ

ひご応募ください。

対象 ①日常的にポイ捨て

ごみの回収など清掃活動を ※14年度市・県民側曙説世帯の方、生活保護世帯の方は額料

ζ剃簡(f;eぃ ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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室

• 
花ヒ緑あふれる参ちづ〈リ

E翠置蓮華蓮ヨ

教曽一
-

•• 市
で
は
「
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
る

一
環
と
し
て
、

園
芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

庭
木
の
管
理
や
花
壇
づ
く
り
の
実

技
な
ど
を
や
さ
し
く
解
説
し
ま
す
の

._ -

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程

・
内
容
下
表
参
照

時
間

・
場
所

午
前
9
時
却
分
か
ら

日
時
泊
分
、
ア
ピ
ス
タ

講
師

樹
木
医

対
象

-Z
R
全
日
程
乏
桑
で
き
、

こ
の
教
室
を
受
講
し
た
こ
と
が
な
い

方

ω人
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

費
用

2
0
0
0
円
(
全
5
回
分

・

" 
物
作
り
の
楽
し
さ

喜
び
を
伝
え
た
い

怠

石
川
富
子
さ
ん

布
佐
平
和
台
在
住
の
石
川
宮

子
さ
ん

(写
真
)
が
「
千
葉
県
の

卓
越
し
た
技
能
者
(
千
葉
県
の
名

工
ご
と
し
て
、
県
知
事
マ
表
彰
を

受
け
、
昨
年
日
月
初
日
、
千
葉
市

で
開
催
さ
れ
た
千
葉
県
職
業
能
力

開
発
促
進
大
会
で
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。卓

越
し
た
技
能
者
は
、
職
業
能

第 1091号

あ

び

...， 
ιー 「

千
葉
県
の
名
工
」
を
受
賞

力
の
促
進
と
技
能
者
の
地
位
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

県
知
事
選
警
」
な
る
技
能
者
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

石
川
さ
ん
は
、
洋
裁
の
全
般
を

製
作
す
る
技
能
を
持
ち
、
特
に
、

サ
テ
ン
の
特
性
を
生
か
し
た
ド
レ

ス
作
り
に
優
れ
、
今
回
の
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

受
賞
に
あ
た
っ
て
「
自
分
の
手

で
、
気
に
入
っ
た
洋
服
を
作
る
楽

し
み
、
そ
し
て
そ
の
服
を
身
に
着

け
た
と
き
の
喜
ぴ
を
感
じ
て
も
ら

い
た
い
。
現
在
自
宅
で
洋
裁
教
室

を
行
っ
て
い
る
が
、

一
人
で
も
多

く
の
方
々
に
、
物
作
り
の
楽
し
さ
、

喜
ぴ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

あ

れ

...， 
ιー

れ

材
料
代
な
ど
含
む
)

申
し
込
み

・
固

往
復
ハ
ガ
キ
(
1

人
1
枚
)
に

「
園
芸
教
室
希
望
」
、

住
所
、
時

弘
、
性
別
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、4
月
お
日
(
必

着
)
ま
で
に
〒
2
7
0
1
1
1
9
2

(
住
所
省
略
可
)
市
役
所
公
園
緑
地

課

・
内
線
5
4
5
へ

話壇作りを行う畳語生の皆さん

v園芸教室の日程と内容
日 程 内 容 (予定)

5月15日(木)植物の土とガーデニングについて

5月22日(木)植木、草花の病害虫の防除について

6月5日(木)植木、草花のふやし方 (実抜)

9月18日(木)家庭花壇についての設計

9月19日(金)花壇作成 (実技)

散
歩
中
に
引
き
綱
を
は

#
9
ず
し
放
し
た
ペ
ッ
ト
が
回

=‘

や
畑
に
入
っ
て
し
ま
っ
た

V
4
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ι
ペ
ッ
ト
が
国
道
に
入

-t
り
、
大
切
な
農
作
物
へ
の

・
え

被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

増

農
地
は
農
家
に
と
っ
て

州
M

大
切
な
職
場
で
す
。
農
家

宝
固

に
こ
と
わ
り
も
な
く
回
や

由
民

畑
に
入
り
ペ
ッ
ト
を
放
し

y
f
て
、
走
り
回
ら
せ
た
り
す

H
r
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

州
市

ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
裁
は
、

al
飼
い
主
が
必
ず
持
ち
帰
り

曲
辰

ま
し
ょ
う
。

スW

我
孫
子
市
は
「
さ
わ
や

ト
品

か
環
境
づ
く
り
条
例
」
の

国』

あ
る
ま
ち
で
す
。
ペ
ッ
ト

k
ー

を
飼
、
?
?
え
で
の
マ
ナ
ー

ツ

や
ル

l
ル
を
守
り
ま
し
ょ

。)

う。

，
，
固

農
業
委
員
会

・
内
線

3
6

2

 

市
民
の
安
全
を
守
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

1
1
9
醤
は
あ
わ
て
ず
ゆ
っ
く
り
と

西
消
防
署
で
は
、
す
ば
や
く
出

動

・
災
害
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

昨
年
9
月
に
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
+
亙
乱
に
よ
る
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
を
通
信
指
令
室
に
導
入
し
ま

し
た
。通信
指
令
室
は
、
火
災
や
急
病

人
が
発
生
し
た
時
に
、
市
民
の
声

を
最
初
に
聞
く
窓
口
で
す
。

昨
年
の
通
報
件
数
は
、
5
5
5

5
件
、
実
際
に
出
動
し
た
の
が
4

1

1
2
件
、
そ
の
他
は
問
い
合
わ

せ
や
い
た
ず
ら
な
ど
で
す
。

1

1
9
番
は
、
本
当
に
困
っ
た

人
が
助
け
を
呼
ぶ
た
め
の
重
要
な

生
命
線
で
す
。
必
要
以
外
の
利
用

は
な
る
べ
く
避
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、

他
市
を
経
由
す
る
た
め
時
聞
が
か

か
り
、
消
防
車
や
救
急
車
の
到
着

卜はマナーを持って飼いましょう
き
ち
ん
と
飼
い
ま
し
ょ
う

。
飼
い
ネ
コ

・
イ
ヌ
に
は
、

名
札、

標
識
や
鑑
札
な
ど
、

飼
い
主
が
わ
か
る
目
印
を

。
子
ど
も
が
必
要
な
い
場
合

は
、
ネ
コ

・
イ
ヌ
に
避
妊

・

去
勢
手
術
を

。
ネ
コ

・
イ
ヌ
の
ト
イ
レ
な

ど
の
し
つ
け
は
、
き
ち
ん
と

。
ネ
コ
は
で
き
る
だ
け
、
屋

内
で
飼
育
を

O
イ
ヌ
は
、
必
ず
つ
な
い
で

飼
い
、
散
歩
や
運
動
さ
せ
る

と
き
は
、
引
き
綱
を
つ
け
て

捨
て
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

ツ

公
園
や
他
人
の
敷
地
内
な

記

ど
に
ネ
コ
や
イ
ヌ
を
捨
て
な

4

い
で
く
だ
さ
い
。

が
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で

き
る
だ
け
家
庭
の
電
話
か
公
衆
電

話
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

通
信
指
令
室
勤
務
の
宮
脇
智
子

さ
ん
は
、
2
月
に
木
更
津
市
で
行

わ
れ
た
「
第
制
回
千
葉
県
消
防
職

員
意
見
発
表
会
」
に
出
場
し
、
市

民
と
消
防
を
つ
な
ぐ
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
(
1
1
9
番
)
の
重
要
性
に
つ

い
て
発
表
を
行
い
、
上
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

「
消
防
署
で
は
市
民
の
安
全
を
守

る
た
め
、
少
し
で
も
阜
く
駆
け
つ

け
る
こ
と
を
常
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
時
は

あ
わ
て
ず
、
ゆ
っ
く
り
、
落
ち
着

い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

圏

西
消
防
署
通
信
指
令
室
宮
7

1
8
4
・
0
1
1
9

罰
せ
ら
れ
ま
す

動
物
を
殺
傷
し
た
者
に
は
、
-
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
1
0
0
万
円
以

下
の
罰
金
、
ま
た
、
動
物
を
虐
待
し
、

捨
て
た
者
に
は
却
万
円
以
下
の
罰
金

な
ど
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

固

柏
保
健
所
宮
7
1

6
7

・
1

2

Fb
Fb
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題.
措てるのはやめてね

選

か

ぎ

は

な

あ

風
花
の
舞
ふ
寧
千
里
見
て
飽
か
ず
小
林

古
稀
に
し
て
ペ
ア

・
ル
ッ
ク
や
春
の
風
川
上

b

j向

ひ

、
な

縁

遠

き

娘

に

雛

飾

り

け

り

今

井

た

i
z

あ
し

大

木

の

影

遣

し

く

日

脚

の

ぶ

渡

辺

菜
の
花
の
真
盛
り
な
る
喜
寿
の
宴
新
堀

大

利

根

の

さ

ざ

め

き

高

し

春

嵐

川

上

故
郷
の
雪
解
け
し
日
に

母

見

舞

ふ

北

村

子
等
巣
立
ち
小
さ
な
鍋
買
う
夕
べ
か
な
野
口

日竹内山本寛 太選

つ
い
す
み

戦
災
に
追
は
れ
我
孫
子
に
移
り
住
み
い
ま
で
は
終
の
住

処

と

な

り

ぬ

白

杉

政

幸

転
居
先
「

O
O芝
と

雪

て

あ

り

友

ぬ

に

引

き

と

ら

れ

し

か

小

林

直

江

ご

て

悶

ひ

ら

さ

だ

め

ひ

そ

み
ど
り
児
の
握
り
し
め
た
る
堂
い
か
な
る
運
命
潜
み
ゐ

る

に

や

新

藤

道

子

縦
断
の
木
下
に
水
仙
あ
ま
た
咲
き
雨
上
り
た
る
庭
に
香

の

立

つ

奥

理

吏

江

パ
ス
降
り
て
杖
つ
く
我
に
春

一
番
風
す
さ
ま
じ
き
暫
し

た

ぢ

ろ

ぐ

鈴

木

藤

枝

房
線
の
宿
の
祝
宴
喜
寿
と
い
ふ
宇
都
の
催
し
う
れ
し
く

受

け

ぬ

新

堀

孝

女

寄
せ
書
き
の
日
の
丸
肩
に
船
く
時
の
写
員
の
吾
れ
は
微

笑

み

で

あ

り

須

田

博

日
露
戦
始
め
に
何
一
れ
し
君
の
命
は
や
百
歳
に
至
ら
む
と

す

も

山

口

魁

こ
ろ

三
月
中
旬
の
頃
、
あ
ち
こ
ち
の
人

家
や
公
園
で
、
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
が
香

り
の
高
い
花
を
開
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
香
り
は
ク
マ
リ
ン
の

一
種
で
、

夕
方
と
か
、
湿
気
の
多
い
と
こ
ろ
で

は
特
に
強
く
薫
る
と
い
わ
れ
ま
す
o

b
時
栴
春
の
ゆ
ふ
べ
の
庭
の
臨
に

に
ほ
ひ
冷
た
く
ひ
ろ
ご
り
に
け
り

金
子
民
一
昨
ん

タシ手目。グ
(じんちょうげ科)

手徹進孝正岩雅光
う夫也女夫夫子江

不
周
昆
傭
績

"
譲
リ
ま
す
"

有
料
で

申
プ
リ
タ
ニ
カ
国

際
大
百
科
事
典
・:
倉
持
E
7

1
6

9
・
5
9
2
5

無
料
で

*
ハ
ム
ス
タ
l
用

ゲ
l
ジ
・・・
五
十
嵐
官
7
1

8

2

・
8
3
9
8

*
レ
コ
ー

ド
(
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
な
ど

ω

i
m枚
)
:・
早
瀬
古
7

1
8

5

・
0

1
7

2

"
譲

っ
て
く
だ
さ
い

"

無
料

で

*

す
べ
り
台
(
リ

ト
ル
タ
イ
ク
ス
)
:・
加
藤
宮

7
1
6
0
て
6
0
3
3

申
し
込
み

各
連
絡
先
に
直

接
電
話

固

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1

8

6
・
5
5
0
0

沈
丁
花
の
名
は
、
名
香
と
い
わ
れ

じ
ん
ζ
う
ち
£
う
じ

る
熱
帯
産
の
沈
香
と
丁
字
の
香
り
に

た
と
え
た
も
の
で
す
。

ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
に
は
花
弁
が
な
く
、

四
つ
に
裂
け
た
肉
質
の
ガ
ク
が
花
弁

の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

ガ
ク
は
外
側
が
紫
紅
色
、
内
側
が

ふ

世
間
み

白
色
で
す
。
し
た
が
っ
て
花
の
替
は

紫
紅
色
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
花

全
体
が
白
色
の
品
種
も
あ
り
ま
す
。
し
ゅ
う

こ
の
植
物
は
中
国
原
産
で
、
雌
雄

異
種
で
す
。
日
本
に
植
え
ら
れ
て
い

る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
船
株
で
、
花

の
中
に
は
八
個
の
船
し
ベ
と
、
退
化

し
た
船
し
べ
が

一
個
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
め
っ
た
に
実
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
ご
く
ま
れ
に
赤
い
実
が

で
き
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

(文

・
写
真
佐
久
間
俊
行
)
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